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地域医療連携室ニュース
患者支援セン ター

第二川崎幸クリニックの新たな展開

～開院８年目を迎えて～
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2007年 川崎幸病院消化器病センター長

福島県立医科大学臨床教授

2015年 第二川崎幸クリニック院長第二川崎幸クリニック
院長 関川 浩司

院長の一言

2015年7月に石心会発祥のこの地に開院して以来８年目を迎えました。これまで大過無く続けてこられました
のも、偏に地域の医療機関の皆様に支えて頂けたからこそと大変感謝しております。 開院当初は外科系消化
器系総合専門外来および検診センターとして始まりましたが、現在では、外科系、消化器系、心臓血管・大動
脈系、脳血管センターをはじめ、美容外科センター、泌尿器科、婦人科、下肢静脈瘤センター、漢方外来さら
には日帰り手術センター、 日帰り化学療法センターなど多岐にわたる総合専門外来として診療しております。
一昨年から始まったコロナ禍もなかなか収まる気配がありませんが、いかなる状況にあっても私たちは消化器系
や血管系疾患に代表される急性期疾患、そしてがん疾患に悩む人々の為に ‘必要とされる医療’を決して怯
むことなく継続し、提供し続けてまいります。

開院8年目を迎え、特に以下の取り組みを強化しております。

■消化器系および循環器系総合診療科の設置・強化
消化器及び循環器のジェネラリストとして、急性期から慢性期の様々な症状を訴える方に対して、内視鏡、
CT、MRIなど高度医療機器を十二分に活用して、速やかに診断・治療が出来るような体制を構築しており
ます。

■特殊外来の設置
新型コロナ後遺症外来、脊椎脊髄専門外来、減量外科外来、漢方外来、ストーマ外来など特殊な外来を
設置しております。また、オンライン診療も開始致しました。

■日帰り手術の実施
手術室を2室有し、術前から術後までをケアする専属コーディネーターを配置、安心安全な日帰り手術を実
施しております（外科、形成外科、美容外科センター、乳腺外科、婦人科、下肢静脈瘤、泌尿器科など）。

■女性に優しいクリニックの展開
多くの科に女性医師を配し（乳腺外科、美容外科センター、形成外科、外科、泌尿器科、婦人科、消化器
内科、痛み外来、漢方外来など）女性に優しいクリニックとして診療を行っております。
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■総合診療科について＜消化器系総合診療科・循環器系総合診療科＞
総合診療科は、消化器及び循環器のファーストトリアージとして位置付けております。特に消化器系疾患の需要
は多く、消化器内科、外科などの様々な診療科と連携し診療を行っております。是非ご相談ください。

第二川崎幸クリニックの新しい取り組み

消化器系総合診療科部長

古谷 亮

認定資格
• 日本消化器病学会専門医・関東地方評議員
• 消化器内視鏡学会専門医・指導医・学術評議員
• 人間ドック健診専門医・指導医
• 日本消化器がん検診学会認定医
• 感染症インフェクションコントロールドクター
• 産業医

星野 公彦
循環器系総合診療科

認定資格
・医学博士
・日本循環器学会専門医
・日本内科学会認定医
・日本心血管インターベンション治療学会認定医
・身体障害者福祉法指定医（心機能障害）、難病指定医
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消化器系総合診療科

小金井 裕之

認定資格
• 日本内科学会認定医
• 日本消化器病学会専門医
• 日本消化器内視鏡学会専門医

高石 祐子

認定資格
• 日本消化器内視鏡学会
• 日本外科学会

宮副 由梨

消化器系総合診療科
2022年入職

認定資格
• 日本内科学会認定内科医
• 日本消化器病学会専門医
• 日本肝臓学会
• 日本内科学会総合内科専門医
• 医学博士

消化器系総合診療科
2022年入職

■消化器系総合診療科 （2022年 ９月現在）

時間帯 月 火 水 木 金 土

古谷 亮 古谷 亮 古谷 亮 小金井 裕之 古谷 亮 佐藤 信雄

第二川崎クリニック 高石 祐子 小金井 裕之 小金井 裕之 高石 祐子 下田 陽太 小金井 裕之※1

　　　※１　1・3・5 週 宮副 由梨 宮副 由梨 宮副 由梨 神尾 一樹※１

　　　※２  ２・４週 河原 慎之輔※2

古谷 亮 古谷 亮 小金井 裕之 佐藤 高広 古谷 亮

　　※赤字は女性医師 高石 祐子 小金井 裕之 宮副 由梨 小金井 裕之 高石 祐子

宮副由梨 宮副 由梨

午前

午後

■循環器系総合診療科 （2022年 ９月現在）

時間帯 月 火 水 木 金 土

第二川崎幸ｸﾘﾆｯｸ 星野 公彦 星野 公彦 星野 公彦 川島 千佳 星野 公彦 星野 公彦※1

　　　　※１　2・4週 芦田 和博※2

　　　　※２　3・5週

　　※赤字は女性医師 午後 星野 公彦 星野 公彦 星野 公彦

午前



■日帰り手術センターについて

当院では手術室2室 及び リカバリールームを設置し、2016年4月
に日帰り手術を開始し2022年4月までの手術件数は3632件とな
りました。乳腺良性腫瘍、早期子宮頸がん、下肢静脈瘤、CVポー
ト、痔核手術等に対応しております。
デイサージェリーコーディネーター看護師を配置し、患者さんの術
前面接から当日の対応（術前案内とリカバリー対応）、術後電話面
談までを一連の流れとして対応。患者さんからは、看護師が寄り添
い患者さんを一人にしないため、不安が軽減したなどの声を頂い
ております。
患者さん、ご家族に寄り添った看護を提供しております。
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■特殊外来設置＜新型コロナ後遺症外来＞

新型コロナウイルス感染後、微熱、倦怠感、咳や呼吸の苦しさ、味覚・
嗅覚障害、食欲不振、不安感等、その後も様々な症状が長期間続き
悩まれている方が多くいらっしやると思います。そこで当院では、2021
年より新型コロナウイルスによる後遺症が持続する方の専門外来を開
設致しました。
漢方医による症状に応じた診察や各科専門医連携のみならず、心の
ケアや漢方の治療含め、あらゆる観点からの対応を行っております。
新型コロナ感染症と診断された方で、療養（隔離）終了後４週間経過
しても何かしらの症状で悩まれている方を対象に、毎週火曜日午後と、
木曜日午後に診療を行っております。

■オンライン診療の実施について

2021年10月にオンライン診療の体制を構築致しました。また、2022年1月からは、
「地域療養の神奈川モデル（川崎版）」に賛同し、川崎市医師会による輪番医(機関)と
なりました。
今夏のコロナ第７波対応として、セルフチェックで陽性となり自宅療養している方々にオン
ライン診療を実施、発熱外来を本来の形にするための方策のひとつと考えております。
今後は多くの患者さんの需要に応えるべく、オンライン診療を更に発展させて参ります。
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第二川崎幸クリニックの新しい取り組み

第二川崎幸クリニック その他のご紹介



川崎市幸区大宮町31番地27

代表
(24時間対応)

044-544-4611

地域医療連携室
(直通)

044-544-4638

■ブレストセンター（乳腺外科）について

ブレストセンターの特色

乳腺専門医が乳癌診療ガイドラインに沿った治療を迅速・丁寧に
行うことで、地域の皆様に貢献してまいります。
乳癌手術、放射線療法、化学療法を含む薬物療法は、すべて
第二川崎幸クリニックと川崎幸病院が一体となって対応して参ります。

ブレストセンターが扱う主な病気

乳癌（診断、手術、薬物療法、放射線治療）、乳腺良性腫瘍、乳腺炎、女性化乳房症 及び 乳癌検診。

第二川崎幸クリニック その他のご紹介

 ：044-511-2112 
電話予約受付時間

月～金 8:00～20:00 日祝 8:30～17:00

土曜 8:00～17:00

無料シャトルバスのご案内

川崎駅西口より、第二川崎幸クリニック行の無料シャトル

バスを運行しております。時刻表につきましては、

ＱＲコードよりご確認をお願い致します。

※川崎幸病院を経由する

大型バスは運休しております。

第二川崎幸クリニック 予約専用番号

神奈川県川崎市幸区都町39-1

■ブレストセンター(乳腺外科） （2022年 ９月現在）

時間帯 月 火 水 木 金 土

第二川崎幸クリニック 木村 芙英 木村 芙英 中村 幸子 中村 幸子 木村 芙英 中村 幸子※1

　　　※１  第2・4週   　　　　 関 晶南 中村 幸子 関 晶南 関 晶南 平野 沙樹 関 晶南※2

　　　※２  第１・３・５週 担当医交代制※3

　　　※3   第1・2・3・5週 木村 芙英※4

　　　※4　第4週 乳腺外科医師 中村 幸子 中村 幸子 木村 芙英 木村 芙英※3

         ※赤は女性医師 関 晶南 関 晶南
午後

午前


